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THS3001 の動作について 

 

下記回路における、THS3001 の動作（出力電流）につきまして質問させてください。 

 
    図 1. 回路ブロック図 

 

 

図 2. 20Vpp,1MHz 出力波形 

 

上記波形の”MATH”より、瞬間的ではありますが、出力抵抗(50Ω)に 34.9Vpp 程度の電位差があり、 

THS3001 の出力電流が 34.9Vpp/2/50Ω=±349mA であることが分かります。 

 

THS3001 の出力電流の絶対最大定格は 175mA でありますが、 

その値を超えて使用しているため、デバイスの故障や劣化が進む原因になるでしょうか? 

（電流が流れている時間が 30ns 程度と短いため、許容損失的には問題なさそうなのですが。。） 

 

  図 3. THS3001 絶対最大定格（データシート p.2 より引用） 

 

  

±349mA のピーク 

MATH＝CH2－CH1 

CH1＝出力抵抗(50Ω)後 CH2＝出力抵抗(50Ω)前 
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THS3001 の動作について 

 

また、データシートでは出力電流制限機能が搭載されていると記述がありますが、上記波形では制限がかかっていないと考えられ

ますか? 

記述では、GND 短絡時の動作を指しているようですが、今回のケースのような過渡的な動作には応答できないのでしょうか?  

 

 図 4.THS3001 出力電流制限に関する記述（データシート p.24 より引用） 


